




















































































































































































































8?hy dro x yquinoline （8-quinoli nol, HQ）が二核
亜鉛酵素であるAminopepti dase from Aero­

































図７　 放射線（8 Gy）を全身照射（TBI：total body ir-






























































発表したところ，Highlighted Paper Selected 
by the Editor in?Chiefに選出されました。
さらに別の共同研究中に，これまで安定で
あると言われていたo?carboraneというホウ
素クラスター分子が，銅イオン（Cu2＋）によ
って中性水溶液中で完全に分解されるという
全く新しい反応も発見しました。このよう
に，共同研究は新しい合成法や反応の発見に
も結びついています。
終わりに
上記のように，異分野連携研究を通じて自
分の研究が広がり，いろいろな研究者や学生
諸君と学ぶ機会ができました。学んできた学
部学科が異なると，専門用語がずいぶん違い
ますし，同じ言葉が違う意味をもっているこ
とも少なくありません。メールでデータを送
れる時代ですが，直接お会いして情報交換と
議論を行うことが大事ですし，共同研究者の
中に外国人がいますので，日本語と英語の両
方で連絡をとりあっています。また，このよ
うに前例のない分野横断的な融合研究の成果
を投稿できる学術雑誌が，意外に少ないこと
も感じています。このような中で異分野連携
研究の成果を挙げてその情報を世界へ発信す
るためには，密なコミュニケーションが大事
です。分かったふりをせず，少々相手に嫌が
られるのを覚悟で双方の理解を深め，自分た
ちも少しずつ背伸びをして信頼関係を築くこ
とが必要です。そのために，我々は共同研究
を行っている教職員，学部生，大学院生諸
君，研究戦略・産学連携（URA）センターの
方々と，定期的に研究報告会を開催していま
す（写真１）。このように，東京理科大学は
異分野連携研究を進めやすい魅力ある学び舎
であることも，お伝えしたいと思います。
写真１　本研究部門での研究報告会
定期的に，異なる学部学科の教職員，学部生，大学院
生，URAセンターの職員が議論している
図８　SQAP導体の効率的合成法の開発
太い矢印は，生成物から原料へ，つまり実際の合成とは逆の方向を示します
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